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○人権が尊重される度会町をつくi壊る1条,例;与剛

(菫辮雰蝿
,炉（RルィL1J-lJ戒ｵﾙ丁詐肌);;？､＝;`~j､～Ⅱ;；刀!i;i《

すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ耐尊厳とi権利について平

等盃あｌＩｉＭ個人として尊重ざ川口基本的人権の享有が保障されなければならないぴ

こうした世界人権宣言及び日本国憲法の理念の下に､＞私たち度会町民は､寡ﾉﾊs権尊

重1,;町宣言腿のつと(りＷ`人が人』として尊ばれる明るくし住くみ;(よい社薊会を実現才■るた

Ⅲめ、この条例を制定する。

（目的）Ｅ■ＪＬ□へシい：〉）…■ぬ．､ハーーー

第１条一この条例は、人権尊重に関し、|{1J内に住所を有する者､抑UTI内に所在Fjii;wjろ事

業所の事業主及び当該事業所に勤務す《る者:(以下｢町民等１１という`〕の責務を明’

らかにするとともにﾔﾊその施策の基本と癒る事項をl定あること；に!より､■（人:権に関

す』る問題べの取り組翠を推進し、人権が尊重される、明るく住みｉまい)社会の1実現

を図ることを目的とする。

(町の責務）

]、第２条Ⅲけば､＃前条の'目的を達成するため、Ⅱ１行)政のあらゆる分野において人権尊

ｆ１，，重の視点に立って取り組むとともに、人権が尊重される社会の実現に関する施策

（以下「人権施策」という｡）を積極的に推進するものとする。
Ｄ 

ｎ２町は、人権施策の推進に当っては、国iV駐(県及び関係団体と連携協力するものと
度
会(する。
ＩＩＪ 
②／３町は、人権が尊重される社会の実現に努めるとともに、県が実施する人権施策

醤に協力するものとする。
－１（町民等の責務）
九

五第３条町民等は、自ら人権意識の高揚に努めるとともに、相互に人権を尊重し、

人権を侵害してはならない。

２町民等は、県及び''1Jが実施する人権施策に協力するものとする。
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（基本方針）

第４条町長は、人権施策の総合的な推進を図ろため、人権施策の基本となる方針
ごｉｆ…ｎｉｉｊ｣■;｣～

（以下「人権施策基本方針」という6卯を定めるものとする:｡〈>／

２人権施策基本方針は、次に掲げる事項を定めるものとする６

，Ｉべ!，､■（
ノ（

（２）人権意識の高揚に関すⅡること。
Ｒｉｊ軍吋

（３）人権問題の施策に関すること。

（４）前３号に掲げるもののほか、人権施策を推進するために必要な事項

（度:会町火己権施策審議会の設譽置）い■～釘

第５条人権施策基本方針その他■人権施策に:ついて調査零J議すろたあ､i鮴｜度会町人権F

jiti策審議会):(以下「審議会」という｡）を､設置ＩするloiJTユノ伽Ｊ１ハロ'■

２，町長ぽい人権1施策基本方針を定める《に当たづてば､~あらかじめ､！〈審議会の嶽駐：

を聴くものとする。いくし■:榊！)ｉｉｗｉ}いた刺

３審議会は、人権施策に関する事項に関し、町長に意見を述べることができる。

Ⅲ審議会の組織I等)いｉ十('（■］｝；』ﾙﾈﾐfrAﾌﾞｲﾊ錘ハーミ難Ｉ蕊

第６条riJ！〈審議会-は､ﾙ委員12人i以内で組織する｡:１１Ｗ巴Ｍｈｗ)■Ljjl粁舞■;’ずi譲

2万委員は耐.'人権(に関し識見を有す$る)者のうちかE：Ｗ:町長が任命する'･けい～

３委員の任期は､J２年と』する.)ただしい補久の委員の任期はい前任者のi残任期間

とする。、Ｈ１｛<}ゲハーノルグＷ打ﾙゲ

４委員は、再任されることができる。〈暮門f-jjA3

5?２．揃各号に定めきるＭの＃垂かｗ審議会の組織及iqi;運営雁開山必票な事項はM;巽IJij蓑<ｉｆ

#力;l定め葎｡〃灯:～、酢：－Ｊ慣ﾊﾟ／～いくぶこＬＬい～ﾙｰ八丁,ルノ愛

附則一〕－－－□の)>郷?;〈i／ｌＷＦ：

この条例は､；<､平成13雫蝸１日から施徹ろ｡■<ぃＬｗ１ｗｉに利口1hJ：
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